
  

【令和５年度の重点目標】気づき、考え、行動(表現)できる子どもの育成 

【合言葉】～久留米一笑顔あふれる川会小学校をめざして～ 

 

すてきな卒業式   

３月１４日(木)に、令和５年度の卒業式（卒業証書授与式）

を多くの保護者や来賓の方々に見守られながら、厳粛な中に

も温かい雰囲気の中で挙行することができました。 

本年度の卒業生２４名に、一人一人にステージの上で、小

学校の全課程を修了した証として、卒業証書を授与しまし
た。卒業生の表情は、緊張した中にも６年間精一杯がんばった達成感や充実感に満ちてい
ました。そして、卒業証書を手にした堂々とした姿に、頼もしさと期待を感じました。 

 門出・別れのことばでは、卒業生と在校生（５年生）が心をひとつにして、小学校生活
の思い出を呼びかけ合ったり、合唱曲を披露したりしました。そのすばらしさに、多くの
方が感動で涙を流しました。母校である川会小を巣立ち、これまで保護者や地域の皆様に
育て・見守られたことへの感謝の気持ちを忘れることなく、中学校でさらに成長し活躍し

てくれることを祈っています。 

  保護者や地域の皆様から、卒業式のためにたくさんのお花をいただきありがとうござい
ました。式場（体育館）や６年生教室を花いっぱいに飾ることができました。 

 

第３回地域学校協議会を終えて  
 本年度３回目の地域学校協議会は、学校の教育活動の取組について、学校が評価した結
果について提案し協議会委員の皆様から今年度の取組に対してのご意見や来年度に向けた
提言を頂きました。これらを来年度の教育活動に生かしていきたいと考えています。 
 委員の皆様、１年間ありがとうございました。ご意見、提言については、下記の通りです。 

 評価指標 評価結果 意見や提言 今後の改善方策 
学
び
を
つ
な 
ぐ
授
業 
 
 

・「学習が分かる」と答える

児童３以上     
・「自分の考えを深めること

ができたか」と答える児童の

割合３以上 

「学習が分かる」

３.４ 
自分の考えが深ま

った３.３  
【児童アンケート】 

学習が分かる児童が多く、よ

く指導されていると安心し

た。子どもたち同士が意見を

交流することがとても大切

である。 

 

「くるめ授業スタンダード

」を活用した授業改善をさ

らに進め、「分かった、で

きた」を実感できる授業づ

くりを進める。書く活動の

充実を図る。 
・クロムブックを活用した授

業を毎日３回以上活用して

いる。     
・「ICTを活用した授業は楽し

い」と答える児童３以上 

毎日３回以上活用

する学級６０％ 
ICT活用した授業が

楽しい２.９ 
【児童アンケート】 

クロムブックの活用について

は、回数ではなく、補助教材的

に適宜入れる方がよい。 

一人１台の端末を活用し 
た授業づくりを積極的に行 
う。 
 
 

た
の
し 
い
学
校 

・不登校児童（２人以下）・

いじめ認知件数が１０％以

上不登校人数を増やさない。 
毎月１回の学校生活アンケー

ト実施、学期に１回いじめアン

ケート実施と教育相談の実施。 

 

不登校児童数０人

   
いじめの認知件数

１０％【生徒指導

月例報告】   

不登校０人は、すばらしい。

いじめや不登校に対する指

導については、今後も続けて

ほしい。         

     
  

いじめ・不登校対策委員会の

定期的な開催と毎月の学校

生活アンケートの実施や学

期１回のいじめアンケート

の実施を行い早期発見、早期

解決を行っていく。 
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笑
顔
の
先 
生 
 
 
 

・きめつけや偏見、差別のおか

しさに気づくことができる

授業を年間３回。      
・「学校が楽しい」と答える

児童の割合３．１以上 

人権にかかる学習

年間３回実施  

「学校が楽しい」児

童３.５ 
【児童アンケート】 

笑顔が本校のキャッチフレー

ズになっている。人権意識とし

て、「思いやる心」は高学年の

意識が高い。低学年からの学習

を継続して行ってほしい。  

人権・同和教育を基盤とした

学級づくりをさらに進めて

いく。 
 
 

・「先生がわかるまで教えて

くれる」児童が３以上 
「先生がわかるま

で教えてくれる」

３.８  
【児童アンケート】 

行事の見直しは今の時代、働

き方改革の面からよいが、教

育の本質を忘れないでほし

い。教育者として子どもたち

と真剣に向き合ってほしい。 

今後も引き続き、働き方 
改革を進め、児童に関わる 
時間を確保する。 
 

協
働
す
る
学
校
・
家
庭
・
地
域 
 
 

・学年×１０分の家庭学習を

行う児童の割合８０％以上 

 ・放課後学習への参加率８

０％以上 
 

「家庭学習に取り

組む」８２％ 
自主学習の質の向

上 
【点検カード】 

放課後学習（コミセンでの学

習）は、地域とのつながりの

面からも素晴らしい。授業で

分からないことを聴くこと

が意欲にもつながる。  

家庭学習徹底週間の取組を

家庭と連携しながら今後も

継続して取組を行う。スロ

ーメディアデーの設定を行

う。 
・「進んで挨拶できている」

と回答する保護者、児童が８

０％以上 
 
 

児童８２％保護者

６６％【児童・保

護者アンケート】 
 

 地域と学校との共存を図るこ

とが出来ないか。地域、学校、

保護者が意見交流を行うこと

が大切である。あいさつは大

切なので、継続的な取り組み

を続けてほしい。 

学校、家庭、地域がさらなる

連携を図りながら行う。あい

さつの良さを再度確認し、三

者が連携しながら実践して

いく。  
・小中が合同の協議が役に立

ったと答える教務主任３．１

以上 
 

４段階評定尺度 

３．５【教員アン

ケート】 
 

地域の方と、子どもたちのた

めに、同じ目的をもって話し

合う場があり、すてきだと感

じた。 

中学校校区でさらに連携し

て主体的･対話的で深い学

びとなる授業研修の実施を

推進する。 
   

保護者アンケート 回収率６８％ 

 先月、保護者アンケートを実施し、保
護者の皆様から回答を頂きました。その
結果については右の通りです。 

アンケートの結果を来年度の学校経営
に生かしていきたいと考えています。 

 お忙しい中、回答のご協力に感謝いたし
ます。ありがとうございました。 
【保護者の意見】 
・相手の立場に立って考え、行動できる子になってほしい。 
・ごめんなさいが素直に言える子になってほしい。 
・相手を思いやる子、挨拶ができる子になってほしい。 
・友達のとの付き合い方を学び、楽しく学校生活を送って
ほしい。 
・コミュニケーション力を身に着けてほしい。 

 本年度も新型コロナウイルス、インフルエンザ等の感染症の影響もありましたが、学校
行事を中止や縮小しながらも、何とか１年間の教育活動を終えるこができそうです。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より川会小学校教育活動に、ご理解とご尽力いた
だき感謝申し上げます。今後とも何卒、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 令和 6年４月の行事予定  ※令和６年度は、毎週週金曜日が集団下校となります。 

４月の予定 
４月 ８日(月)始業式、赴任式 
       現新PTA役員・理事会 
   ９日(火)委員会活動 
  １１日(木)入学式 
  １６日(火)１年生給食開始 
  １８日(木)６年全国学力学習状況調査 
１９日(金)１年生を迎える集会・歓迎遠足 

 ２３日(火)子ども読書の日 
      代表委員会 
 ２６日(金)学習参観、懇談会 
      PTA総会 
２９日(月)昭和の日 

 ３０日(火)家庭訪問 
 (原、門の上、高島、志床、灰塚、熊田) 

５月１日(水)家庭訪問(唐島、下大町、江口）、２日(木)家庭訪問(馬渡、川道、今村、牧) 


